
壱岐市生涯活躍のまち基本指針（概要版）

生涯活躍のまち（日本版CCRC）とは？

地方創生の観点から、中高年齢者が希望に応
じて地方や「まちなか」に移り住み、地域住
民や多世代と交流しながら健康でアクティブ
な生活を送り、必要に応じて医療・介護を受
けることができる地域づくり。
＊CCRC＝Continuing Care Retirement Community

（まち・ひと・しごと創生本部より）

福岡との近接性を生かした
“島ごっとり”セカンドワーク&ライフ

［壱岐市生涯活躍のまち基本コンセプト］
壱岐市が目指す、

生涯活躍のまち。

1980年から一貫して
人口が減少している壱岐市。

今後20年間のうちに、
30～60代の支え手世代が
激減すると予測されています。

一方で、壱岐市には、豊かな自
然や大陸との交流を背景とした
歴史･文化資産など様々な強みが
あります。

[壱岐市生涯活躍のまち] のコンセプト

都市のシニアを
島の助っ人にしよう!

移住促進

島ごとケア付き
コミュニティにしよう!

オール壱岐の推進

島業開発を担う
人材を育てよう!

シニア活躍の促進

島を多様な住まい
の場にしよう!

居住環境の整備

壱岐の課題 壱岐のイメージ 壱岐の強み 取組の方向性
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2035年までに

人口の が減少

20年連続

転出超過

空き家の増加

1017件
移住者の
住居不足

60歳以降の
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在宅医療
の不足

医療介護の
人材不足
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限界集落化
するかもしれない

都会に比べて

生活利便性が
低そう

やりたい仕事
がない

都会に比べて

医療福祉が
充実していない

イメージ
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 壱岐ならではのワーク＆ライフスタイルの
提案･発信

 短期ステイも含めた多様なライフスタイル
（居住形態）の提案･推進

 空き家の活用も含めた居住場所の確保
 いつまでも元気で暮らせる生活環境の確保

 シニアの新しいワークスタイル（就業形
態）の提案

 シニアが経験や教養を生かして地域で活躍
する機会の提供

 地域資源を生かした健康プログラムの開発
 医療･介護サービスを施設型から在宅型へ
転換

 医療介護の人材確保や雇用創出
 シニアの生活支援サービスの充実･PR

[壱岐市生涯活躍のまち] の取組 壱岐の課題解決に向けて、地域資源や強みを活かした４つの方向性をもとに取組を進めていきます。
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生涯活躍のまち
の基本構成要素

「壱岐市生涯活躍のまち」は、
福岡などから移り住んだ人や
壱岐に住まう市民が、
生きがいを持ち、
生涯を通じて健康で活躍できる
“まちづくり”を目指すものです。

人口減少が進む中、
壱岐ならではの、健康でアクティ
ブな暮らしを求めて、
元気なシニアが壱岐に移り住み、
地域の担い手･活力になる。
ひいては、雇用の創出や地域の
活性化を目指した取組です。
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都会から訪れた人が、島の魅力に触れ
ることで、都会との二地域居住や移住
を考えるきっかけをつくる。

福岡との
近接性

高速船で約1時間

豊かな
自然の恵み

柔軟な働き方
テレワークや兼業

多様な
地域資源や
受入環境

福岡との
医療連携

公民館を核とした

地域協働

移り住んだ人が、地域住民や多世代の
人々との交流を深めながら、豊かな自
然の中で、健康でアクティブに暮らす。

移り住んだ人の新しい発想や視点が、
島に新たな風を吹き込み、
それが地域の活性化につながる。

来てよし、住んでよし、働いてよしの壱岐へ
：福岡との近接性を生かした
“島ごっとり”セカンドワーク&ライフ

壱岐市では、将来目標人口に向けて取り組む施策をまとめ
た「壱岐市まち･ひと･しごと創生総合戦略」の一つとして
「壱岐市版CCRC構築プロジェクト」を掲げています。
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※島業：島独自の自然・歴史・伝統・産業などの多様な資源を活用して展開する
生産からサービス提供までの一連の経済活動



壱岐市生涯活躍のまち
推進スキーム

参画・連携調整、情報共有

 壱岐市生涯活躍のまちの普及・啓発
 推進事業の募集・選定・連携コー
ディネート・情報発信

 推進事業の担い手

壱岐市
社会福祉
協議会

シルバー
人材

センター

金融機関地域団体 事業者

医師会

Iki-Biz

学識
経験者

など

各種団体

連携・協力

移住者
定住者

参加

テレワーク
センター

など

壱岐市生涯活躍のまち
推進協議会

移住・就労・観光・医療介護など多様な分野の関係者
が連携し、壱岐市生涯活躍のまちの実現を目指します。

市民壱岐外
事業者・移住者

学識
経験者

事業者

施策シミュレーション例
 現状趨勢の場合の、将来の人口減少によっ
て消滅する生活サービス施設の将来予測と
住民のQOL（交通利便性、居住快適性、災
害安全性）変化

 高齢者向け住まいやサービスの集約をした
場合のQOL変化

 公共・医療サービスが集積する複数のエリ
アに小さな拠点を形成した場合のQOL変化

 エリア特性を踏まえて、導入機能を複数の
エリアで分担・連携した場合のQOL変化

ビジネスモデルの考え方
 ４つの「取組の方向性」に基づく事業を複数
の事業者同士が行政等と連携して実現するこ
とを想定

 核となる事業主体は、自ら取り組む「収益核
事業」及び「付帯事業」、他の事業主体と連
携して実施する「連携事業」の組み合わせに
より、「生涯活躍のまち」を推進する

民間活力を生かした事業の牽引
民間活力を生かして、
官民連携で生涯活躍のまちを推進する。

専門性・客観性を生かした事業の検証
移住高齢者向け住まいや地域交流・生活サービス施設の整備など、
事業の実施にあたっては、大学による生活質（QOL）の変化
シミュレーション等にもとづき、施策を検証する。

新たな視点・価値観を地域に導入
壱岐市外の事業者や市民の視点を取り入れることで、
壱岐のポテンシャルを引き出し、既存ルールを超えた
新たな事業アイデアやライフスタイルを壱岐に導入する。

移住者等の地域受入サポート
移住者が地域へ入るときの受入をサポート。
観光客のおもてなし（ガイド）などを担う。

いきいきと暮らし、その暮らしを発信
生涯活躍のまちの推進によって、移住者だけでなく地域住民も、
壱岐ならではの健康でアクティブな暮らしを送ることができる。
また、その暮らしを壱岐内外へ発信することで、
移住促進や地域活性化へとつながる好循環を生み出す。

収益事業
（核となる事業主体）

移住促進

居住環境
の整備

シニア活躍
の推進

オール壱岐
の推進

収益核事業
「核となる事業主体」が実施
する収益の中核を担う事業

「生涯活躍のまち」
関係する事業主体との

連携により成立

付帯事業

連携事業

連携事業
「核となる事業主体」
以外が行う関連事業

付帯事業
「核となる事業主体」が行う
収益核事業に付帯する関連事業 ※シミュレーションのイメージ


